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町内公共水域水質検査の結果報告
　御浜町生活環境課では、御浜町内における生活雑排水等が原因とされる水質汚濁の状況を把握するた
め、夏場と冬場の年二回、町内河川および湖沼の水質検査を実施しています。
　去る３月１１日に実施した水質検査の結果は次のとおりです。

環 境 だ よ り環 境 だ よ り
町内公共水域水質検査の結果報告

・下段の数値は前年度同時期の検査結果です。採水日のコンディションや降雨後の増水

状況等により検査結果に多少の誤差がでてしまいますので、本来は長期的な推移を見

ないと変動状況は把握できませんが、参考までに掲載しております。

・水素イオン濃度・・・水素イオンを計測し水が酸性であるかアルカリ性であるかを判

別します。7.0が中性です。検査結果はほぼ中性といえます。

・浮遊物質量・・・水中に浮遊する小さな物質の総称です。数値が多いほど水質の悪化

が進んでいると言えます。

・生物化学的酸素要求量・・・水中の汚染物質がバクテリアに分解される時に消費する

酸素の量を計測します。　数値が高いほど水質の悪化が進んでいると言えます。

・大腸菌群数・・・大腸菌の数です。数値が高いほど水質の悪化が進んでいると言えます。

・シアン・鉛・六価クロム・ひ素・全水銀の５項目の重金属類も調査対象としましたが、

いずれの河川や池沼からも検出されませんでした。

　公共水域を汚染する主な原因は、家庭から排出される生活雑排水だと言われています。御浜町では合
併処理浄化槽の設置及び公共下水道への接続を推進し、河川や海の水質保全を進めています。

　　　　　　　　
　　　　　　　　　検査項目
 採水場所

水素イオン
濃度（Ｐｈ）

浮遊物質量
（ＳＳ）

生物化学的
酸素要求量
（ＢＯＤ）

大腸菌群数

尾呂志川Ａ地点
（阪本川との合流付近）

6 .8 0.6mg/l 0.5mg/l 70 個

7 . 2 0.7mg/l 0.7mg/l 11 個

尾呂志川Ｂ地点
（広田川との合流付近）

6 .9 9.0mg/l 0.6mg/l 31 個

7 . 2 2.6mg/l 0.8mg/l 1600 個

市木川Ａ地点
（神木柿原地区付近）

6 .9 1.0mg/l 0.5mg/l 140 個

7 . 5 3.5mg/l 0.6mg/l 40 個

市木川Ｂ地点
（稲荷神社下流付近）

6 .9 1.4mg/l 0.5mg/l 920 個

7 . 1 1.1mg/l 0.7mg/l 33 個

志原川Ａ地点
（リサイクルセンター前付近）

7 .2 1.0mg/l 0.5mg/l 540 個

7 . 4 0.7mg/l 0.5mg/l 94 個

志原川Ｂ地点
（旧国道４２号線水門付近）

7 .1 7.2mg/l 0.7mg/l 2400 個

7 . 5 21.5mg/l 1.4mg/l 1600 個

つぼの池
（地上からの採水可能な場所）

7 .2 9.4mg/l 2.6mg/l 1600 個

7 . 3 5.6mg/l 1.0mg/l 検出せず

みのの池
（地上からの採水可能な場所）

7 .0 1.0mg/l 0.8mg/l 110 個

6 . 7 3.9mg/l 6.2mg/l 2400 個

（上段：本年　下段：昨年）
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公共下水道への接続のお願い

合併処理浄化槽設置推進事業補助金合併処理浄化槽設置推進事業補助金
　合併処理浄化槽は、家庭から排出されるすべての雑排水を下水道終末
処理施設並みの能力で浄化し、環境への負荷を軽減します。現在、環境
に大きな負荷を与える単独浄化槽の製造は禁止され、新築等に伴い新設
される浄化槽は、すべて合併処理浄化槽です。
　一般家庭に合併処理浄化槽を設置される場合、下記のとおり補助金の
交付が受けられます。
　単独浄化槽を設置されている、また汲み取り式トイレの方でリフォー
ムをお考えの方は、ぜひこの補助金を活用し、合併処理浄化槽の設置促
進にご協力をお願いします。

人　　槽 補助金額

5人槽 354,000 円

6～ 7人槽 411,000 円

8～ 10人槽 519,000 円

11～ 20人槽 519,000 円

21～ 30人槽 834,000 円

31～ 50人槽 1,119,000 円

公共下水道への接続のお願い

※注意・下記阿田和地区の公共下水道区域にお住まい
の方は対象外になります。

　山地・向山を除く阿田和地区にお住まいの方は、御浜町特定環境保全
公共下水道への接続が義務付けられています。下水道は接続された全て
の家庭から排出される生活雑排水を浄化し環境への負荷を軽減する、環
境にやさしい施設です。
　下水道への接続は、供用開始から３年以内にしなければなりません。
各地区ごとの供用開始年月及び接続期限は下記のとおりです。

供用開始年月日

接続期限
地　区　名

（詳細は生活環境課下水道係へお問い合わせ下さい）

平成12年10月供用開始地区
接続期限　平成15年10月

阿田和平見地区線路下、北畑上、端地下、仲
之町下、芝地下、芝地上の一部、下地

平成13年3月供用開始地区
接続期限　平成16年3月

上地、奥地、芝地上の一部、仲之町上、端地
上、貫木上、堀口、畑下

平成13年10月供用開始地区
接続期限　平成16年10月 畑上、北畑上、阿田和平見地区線路上の一部

平成14年3月供用開始地区
接続期限　平成17年3月 阿田和平見地区線路上の一部

　また、下水道への接続工事は町が指定する「下水道排水設備指定工事
店」でなければ施工できません。また融資あっせんの措置もありますの
で、ご活用下さい。
　これらの詳細につきましては、御浜町のホームページをご覧になるか、
生活環境課へお問い合わせください。

†問い合わせ先†　生活環境課　３－０５１３（有）３０３８

　４月号に折込みしまし

た平成１５年度４月～６

月分の資源・ごみ収集日

程表に誤りがありまし

た。ご迷惑をおかけして

誠に申し訳ありません

が、お間違いのないよう

よろしくお願いいたしま

す。

※４月分市木、神志山地

区の紙・布資源収集日

は１１日（木）となっ

ていますが、１０日

（木）の誤りです。

※５月分市木、神志山地

区の金物類収集日は

１３日（木）となって

いますが、１３日（火）

の誤りです。

※５月分燃料ごみ収集日

の内、１２日（月）、

１４日（水）、１６日

（金）、３０日（金）が

それぞれ記載漏れとな

っております。収集業

務は行いますので通常

どおり分別をしてお出

しください。

お詫びと訂正

ゴミ
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情報公開条例に基づく

平成14年度 公文書公開状況のお知らせ
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の
枕ま

く
ら
べ辺　

紙
の
雛ひ

な 

谷
口　

希
世

ち
ぐ
は
ぐ
の　

老
い
の
話
し
や　

日ひ
な
た向

ぼ
こ 

福
井　

清
子

背せ
た
け丈
の
び　

無
口
と
な
り
し　

孫
の
春 

西　
　

敦
子

啓け
い
ち
つ蟄

や　

ま
だ
見
ぬ
土
地
へ
の　

旅
た
び
ご
こ
ろ心 

杉
目　

黄
渓

み
は
ま
広
報
俳
句
三
月
抄　

議
室
で
開
催
さ
れ
、
協
議
会
会
長

に
御
浜
町
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

ま
た
15
日
に
は
、
新
市
建
設

計
画
策
定
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

４
つ
の
分
科
会
（
保
健
福
祉
・
産

業
振
興･

集
客
交
流･

生
活
文
化
）

と
合
同
で
、
四
日
市
大
学
の
岩
崎

恭
典
教
授
に
よ
る
講
演
も
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
地
方
分
権　

新
し

い
自
治
と
合
併
」
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
地
方
自
治
体
の
あ
り
方
に

つ
い
て
講
演
を
受
け
ま
し
た
。

　

南
郡
熊
野
４
市
町
合
併
協
議
会

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
の
町
議
会
定
例
会
に
お
き

ま
し
て
、
協
議
会
設
置
議
案
が
可

決
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
こ
れ
ま

で
の
研
究
会
、
準
備
会
と
同
じ
Ｊ

Ａ
三
重
南
紀
紀
宝
支
店
内
に
、
事

務
局
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
回
の
協
議
会
が
、
４
月

10
日
、
紀
南
清
掃
セ
ン
タ
ー
会

　４月１３日、任期満了に伴う三重県知事選挙の投票
行われ、即日開票の結果、無所属・新人の野呂昭彦氏
が当選されました。
　開票結果は次のとおりです。

合
併
だ
よ
り

【より開かれた町政の実現をめざして】

御浜町では、平成13年度から情報公開を行っております。
この制度は、町が保有する情報を請求に応じて、公開して
いくものです。

◆平成14年度中の公文書公開請求は、２件でした。

【請求内容】

○町長交際費に関するもの　　　…　1件（部分開示）
○パーク七里御浜に関するもの　…　1件（部分開示）
※部分開示とした理由としては、個人に関する情報を含
　むものであったためです。
情報公開に関するお問い合わせは、

総務課　調整室（３－０５０５）まで

最終得票数 町内の得票数

野呂　昭彦 ４７３,２４６票 ３,０３７票

水谷　俊郎 １７３,４３３票 ３３０票

村尾　信尚 １７１,２００票 １,００２票

鈴木　　茂 ４８,６１６票 １６７票

投　票　率 ５９.９７％ ５６.６９％
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少
子
化
社
会
の

老
後
を
支
え
る

国
民
年
金

の
出
生
数
は
、
１
１
５
万
６
千
人

（
厚
生
労
働
省
発
表
）
で
、
前
の

年
を
1
万
５
千
人
も
下
回
り
、
少

子
化
が
一
層
進
ん
で
い
ま
す
。

　

急
激
な
少
子
化
の
進
行
は
、
将

来
の
経
済
社
会
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
厚
生
労
働
省

が
「
少
子
化
対
策
プ
ラ
ス
ワ
ン
」

を
策
定
す
る
な
ど
、
政
府
を
あ
げ

て
の
少
子
化
対
策
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

か
つ
て
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
時

代
に
は
、
年
間
に
２
７
０
万
人
も

子
供
が
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
昨
年

 ※お分かりにならない点は、税務署へご相談を！

　†問い合わせ先†
　尾 鷲 税 務 署　　　０５９７－２２－２２２２

◆所得税の源泉徴収制度とは…

　会社などが毎月の給料やボーナスから所得税を差し引き、税務署へ納付す
る仕組みのことです。
　毎月の源泉徴収税額は、給与所得の源泉徴収税額表により求められます。
　なお、毎月の給料やボーナスから源泉徴収された所得税の合計と、１年間
の給与総額に対する所得税額とは、次のような理由により一致しないのが普
通です。

１）結婚、出産、就職などにより年の途中で扶養親族の数が変わる場合があ
　   ること。
２）生命保険料、損害保険料の控除などは、毎月の給料やボーナスの源泉徴
　　収のときには考慮されていないこと。
　　このため、精算手続をしなければなりません。
　　※この精算手続を【年末調整】といいます。

◆更正や決定などの処分に不服があるときは、税務署長に処分の通知を受け

た日の翌日から２ヶ月以内に、「異議申立て」をすることができます。

◆異議申立てに対する税務署長の決定になお不服があるときは、異議決定の

通知を受けた日の翌日から１ヶ月以内に、国税不服審判所長に対して「審

査請求」をすることができます。

　

一
方
、
平
均
寿
命
は
、
女
性
が

84
．
６
歳
、
男
性
が
79
．
７
歳

と
５
年
前
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
１
．
８

歳
、１
．
３
歳
も
伸
び
て
い
ま
す
。

　

特
に
65
歳
時
点
で
の
平
均
余

命
は
、
女
性
が
22
．
４
歳
、
男

性
が
17
．
５
歳
と
、
5
年
前
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
１
．
５
歳
、
１
．
１
歳

も
伸
び
て
い
ま
す
。

　

長
寿
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す

が
、
少
子
化
時
代
に
は
、
長
い
老

後
生
活
の
保
障
を
自
分
の
子
供
に

頼
る
だ
け
で
は
万
全
と
は
言
え
ま

せ
ん
。

　

貯
蓄
な
ど
を
備
え
る
こ
と
も
大

切
で
す
が
、
将
来
の
経
済
社
会
が

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
そ
し

て
、
自
分
が
何
歳
ま
で
生
き
て
ど

れ
く
ら
い
の
備
え
が
必
要
な
の
か

は
、
誰
に
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

少
子
化
時
代
に
は
、
社
会
全
体

で
老
後
を
支
え
る
仕
組
み
、
す
な

税
務
住
民
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

５
月
は
、固
定
資
産
税
第
１
期

及
び
軽
自
動
車
税
の
納
期
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

納
期
限
6
月
2
日（
月
）

※
納
税
は
口
座
振
替
が
便
利
で

す
。

　

ま
だ
、ご
利
用
で
な
い
方
は
、ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
お
申
込
み
を
！

　

詳
し
く
は
…

　

税
務
住
民
課
・
徴
税
係
ま
で


３
│
０
５
１
０

給  与  所  得  者  と  税

わ
ち
国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金

の
果
た
す
役
割
が
ま
す
ま
す
大
き

く
な
る
わ
け
で
す
。

※
少
子
化
時
代
に
も
安
心
で
き
る

老
後
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
国
民

年
金
の
保
険
料
を
忘
れ
ず
に
納
め

ま
し
ょ
う
！

†
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課　

く
ら
し
と
相
談
係


３
│
０
５
１
２
（
担
当 

林
）

名古屋国税不服審判所
〒４６０-０００１
名古屋市中区三の丸三丁目 2番 4号
（名古屋第二国税総合庁舎）
０５２（９７２）９４１１

名古屋国税不服審判所静岡支所
〒４２０-０８５３
静岡市追手町１０番８８号

０５４（２５３）６３７６



67

がんを防ぐための12カ条

季
節

　
カ
レ
ン
ダ
ー

5月

No.269

がん検診を年に1回受けよう

がんから
身を守るために、

　

２
０
０
１
年
の
わ
が
国
の
死
亡
者
は
、
90

万
７
千
３
百
13
人
で
す
。
そ
の
う
ち
が
ん
に

よ
る
死
亡
は
30
万
５
百
86
人
で
、
１
９
８
１

年
以
来
、
死
因
の
第
一
位
を
占
め
続
け
て
い
ま

す
。
が
ん
で
死
ぬ
人
は
、
１
分
45
秒
に
１
人

の
割
合
で
す
。
働
き
盛
り
の
壮
年
層
で
は
、
５

人
に
２
人
と
た
い
へ
ん
高
い
割
合
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
の
身
体
は
、
50
〜
60
兆
個
の
細
胞

か
ら
で
き
て
い
ま
す
が
、
こ
の
細
胞
に
い
ろ
い

ろ
な
発
が
ん
作
用
が
加
わ
り
、
が
ん
細
胞
に
変

化
し
ま
す
。

　

最
近
の
傾
向
を
み
る
と
、
男
性
で
は
肺
が
ん

が
ト
ッ
プ
に
な
っ
て
お
り
、
大
腸
、
す
い
臓
、

胆
の
う
、
前
立
腺
が
ん
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
女
性
で
は
、
乳
が
ん
が
ト
ッ
プ
で
、
肺
、

大
腸
、
胆
の
う
、
卵
巣
が
ん
な
ど
が
増
加
し
て

い
く
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
が
ん
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
、
予
防
で
す
。
が
ん
の
予
防
に

は
大
き
く
分
け
て
一
次
予
防
と
二
次
予

防
が
あ
り
ま
す
。

　

一
次
予
防
は
、
火
事
に
例
え
る
と
、

火
を
出
さ
な
い
よ
う
に
「
火
の
用
心
」

を
心
が
け
る
こ
と
で
あ
り
、
二
次
予
防

は
、
出
火
を
早
く
発
見
し
て
ボ
ヤ
の
う

ち
に
消
し
止
め
、
全
焼
を
防
ご
う
と
い

う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
一
次
予
防
と

し
て
、
食
生
活
や
ス
ト
レ
ス
、
日
常
生

活
か
ら
気
を
つ
け
、
二
次
予
防
と
し

て
、
１
年
に
１
回
が
ん
検
診
を
受
け
て

自
分
の
健
康
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
が

望
ま
し
い
の
で
す
。

　

御
浜
町
で
は
、
胃
が
ん
検
診
、
大
腸

が
ん
検
診
、
肺
が
ん
検
診
、
子
宮
が
ん

検
診
、
乳
が
ん
検
診
（
エ
コ
検
査
と
、

今
年
か
ら
は
１
㎝
以
下
の
早
期
が
ん
を

発
見
す
る
た
め
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検

査
を
導
入
）
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年

度
か
ら
は
前
立
腺
が
ん
の
検
査
も
行
い

ま
す
。
ま
た
、
一
般
健
康
審
査
や
Ｃ
型

肝
炎
の
健
診
等
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
は
、
人
間
ド

ッ
グ
や
脳
ド
ッ
グ
の
実
施
も
し
て
い
ま

す
。

　

身
体
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら

で
は
な
く
、
１
年
に
１
回
は
定
期
的
な

健
（
検
）
診
を
受
け
て
、
健
康
を
確
認

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

Ｓ

がんを防ぐための12カ条

　

骨
粗
し
ょ
う
症
を

防
ぐ
に
は
、
若
い
う

ち
に
丈
夫
な
骨
を
つ

く
っ
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
の
た

め
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を

十
分
に
と
り
ま
し
ょ

う
。
効
率
よ
く
カ
ル

シ
ウ
ム
を
と
る
に
は
、

牛
乳
、
乳
製
品
が
効
果
的
で
す
。

大
豆
や
豆
腐
、
厚
揚
げ
、
油
揚
げ
、

湯
葉
や
納
豆
な
ど
も
１
日
に
１
回

は
と
り
た
い
も
の
で
す
。
ま
た
、

海
藻
類
、
乾
物
類
も
上
手
に
と
る

と
カ
ル
シ
ウ
ム
の
不
足
を
補
え
ま

す
。

　

そ
れ
と
と
も
に
、
吸
収
率
を
上

げ
る
良
質
の
た
ん
ぱ
く
質
や
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
・
Ｋ
も
大
事
な
栄
養
素
で

す
。
小
魚
や
緑
黄
色
野
菜
（
小
松

菜
、
チ
ン
ゲ
ン
菜
、
ホ
ウ
レ
ン
草
、

春
菊
、
カ
ブ
や
大
根
）
も
た
ん
ぱ

く
質
と
一
緒
に
と
る
と
吸
収
率
が

上
が
り
ま
す
。

　

若
い
と
き
か
ら
食
事
に
気
を
つ

け
、
骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

骨を丈夫に　
　　する食事
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身
体
障
害
者
手
帳
交
付
の
要
否

判
定
、
等
級
変
更
、
補
装
具
の
要

否
判
定
等
に
つ
い
て
、
県
の
身
体

障
害
者
更
生
相
談
所
に
よ
る
巡
回

相
談
を
行
い
ま
す
。

【
日　

時
】

行
政
相
談
委
員
に

上
ミ
地
祥
浩
さ
ん

このコーナーは、
　　身近な情報を
　　　　皆さんにお伝えする

コーナーです

役場本庁での窓口証明業務（戸籍・住民票・印鑑証明のみ）は

  午後６時15分まで受付しています。（月～金）

県保険医協会
　朝９時から翌朝９時まで24時

間、同内容のテープが流れます。

（祝日は前日のテープ）

　毎月内容が変更されます。

０
（津局）

５９-223-1
い
1
い
1
医
4
師

月

火

水

木
金
土
日
タバコと健康障害

糖尿病の発見と治療

痔の治療と予防

正しい避妊法

スポーツでの事故予防

5月のテーマ

健康情報テレホンサービス

（フリーダイヤル）

０１２０-141154

　

行
政
相
談
委
員
と
し
て
８
年
間

に
わ
た
り
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い

た
上
市
木
の
向
井
春
羊
さ
ん
が
、

任
期
満
了
に
よ
り
平
成
15
年
３

月
31
日
付
で
退
任
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

後
任
と
し
て
、
志
原
の
上
ミ
地

祥
浩
さ
ん
が
、
４
月
１
日
付
で
新

た
に
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ま
の

身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
国
・

市
町
村
・
特
殊
法
人
等
の
仕
事
に

対
す
る
苦
情
や
要
望
を
お
聞
き

し
、
問
題
が
解
決
で
き
る
よ
う
関

係
機
関
に
取
り
次
ぎ
ま
す
。

　

役
場
本
庁
で
は
、
毎
月
第
３
水

曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

行
政
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す

が
、
お
仕
事
の
都
合
な
ど
で
相
談

所
開
設
日
に
役
場
へ
来
ら
れ
な
い

方
は
、
随
時
、
行
政
相
談
委
員
に

電
話
や
手
紙
等
で
相
談
し
て
い
た

だ
い
て
も
結
構
で
す
。（
相
談
は

無
料
で
、
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密

は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。）

※
上
ミ
地
祥
浩
さ
ん
の
連
絡
先

　

志
原
１
７
２
８
番
地
２

　


２
│
２
９
３
８

†
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課


３
│
０
５
１
２
（
担
当 

山
本
）

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

【
日
時
】

５
月
21
日
（
水
）
午
前
10
時
〜

12
時
・
午
後
1
時
〜
２
時

【
場
所
】

県
熊
野
庁
舎　

会
議
室

【
受
付
】

当
日
会
場
で
配
付
す
る
「
登
録
申

請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

提
出

【
受
審
者
の
準
備
物
】


警
察
署
に
発
見
届
出
済
み
の

「
銃
砲
刀
剣
類
」


警
察
署
か
ら
受
け
取
っ
た
「
銃

砲
刀
剣
類
発
見
届
出
済
証
」


登
録
手
数
料

　

ア　

新
規
登
録
手
数
料
は
、
１
件

　
　

に
つ
き
６
，
３
０
０
円

　

イ　

登
録
証
再
交
付
手
数
料
は
、

　
　

１
件
に
つ
き
３
，
５
０
０
円


発
見
届
出
人
が
登
録
名
義
人
と

な
り
ま
す
の
で
、
登
録
申
請
者

本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
も
の

†
問
い
合
わ
せ
先
†

三
重
県
教
育
委
員
会
事
務
局

　

文
化
財
保
護
チ
ー
ム


０
５
９
│
２
２
４
│
２
９
９
９

平
成
15
年
度

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

６
月
５
日
（
木
）

　

受
付　

午
後
１
時
〜
２
時

　

診
察　

午
後
２
時
〜

【
場　

所
】

紀
南
病
院

【
診
察
内
容
】

整
形
外
科

耳
鼻
科
（
聴
覚
に
関
す
る
も
の
）

※
事
前
に
福
祉
保
健
課
ま
で
予
約

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

福
祉
保
健
課


３
│
０
５
１
５
（
担
当　

西
）

　

児
童
手
当
と
は
、
小
学
校
就
学

前
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

《
支
給
額　

第
１
子
及
び
第
２
子

は
月
額
５
，
０
０
０
円
、
第
３
子

以
降
月
額
１
０
，
０
０
０
円
》

　

毎
年
６
月
に
所
得
状
況
等
の
見

直
し
を
行
い
ま
す
の
で
、
現
在
、

所
得
オ
ー
バ
ー
な
ど
の
理
由
に
よ

り
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い

方
は
、
５
月
中
に
役
場
福
祉
保
健

課
、
支
所
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
等
に
て
、
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。（
た
だ
し
、
公
務
員
の

方
は
除
く
）

†
問
い
合
わ
せ
先
†

児
童
手
当

受
給
し
て
い
ま
す
か
？

福
祉
保
健
課　

福
祉
係


３
│
０
５
１
５
（
担
当　

鈴
木
）
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【
日
時
・
場
所
】

●
熊
野
会
場
（
紀
南
県
民
局
５
階

大
会
議
室
）

 

開
催
日

：

６
月
14
日
（
土
）

 

申
込
期
限

：

６
月
９
日
（
月
）

●
津
会
場
（
三
重
県
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
内　

男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー　

セ
ミ
ナ
ー
Ａ
）

 

開
催
日

：

６
月
21
日（
土
）

 

申
込
期
限

：

６
月
16
日（
月
）

【
免
許
の
種
類
】

網
・
わ
な
猟
免
許
、第
一
種
猟
銃
免

許
、第
二
種
猟
銃
免
許

【
受
講
料
】

１
５
，０
０
０
円

一
節
の
み
で
あ
っ
た
歌
詞
に
加
え

て
、新
し
く
第
二
節
を
書
く
よ
う

に
指
示
し
ま
す
。そ
し
て
、先
に
作

曲
依
頼
を
受
け
て
い
た
北
原
白
秋

の「
ア
メ
フ
リ
」を
後
回
し
に
し
て

ま
で
も
、「
背
く
ら
べ
」の
作
曲
に

当
た
り
ま
し
た
。そ
の
結
果
、思
い

の
ほ
か
の
早
さ
で
実
現
し
た「
自

作
品
発
表
」の
喜
び
か
ら
二
年
を

経
た
、大
正
一
四
年
に
海
野
は
二

八
年
と
い
う
短
い
生
涯
に
幕
を
閉

じ
ま
す
。 

<

本
文
よ
り>

童謡 心に残る
歌とその時代

 海沼　実 著

新刊案内

in
fo
rm
a
tio
n

c
o
rn
e
r

町図書館だより 新書のお知らせ
　
『
背
く
ら
べ
』

　

五
月
五
日
の
端
午
の
節
句
に
は

欠
か
せ
な
い
作
品「
背
く
ら
べ
」

は
、作
詞
者
の
海
野
厚
が
若
き
日

の
自
ら
の
実
体
験
を
描
い
た
作
品

で
あ
っ
た
と
、後
に
実
弟
た
ち
が

語
っ
て
い
ま
す
。

　

同
作
品
が
中
山
晋
平
の
作
曲
を

得
て
、『
子
供
達
の
歌
』に
発
表
さ

れ
る
の
は
、大
正
一
二
年
五
月
、こ

の
当
時
の
中
山
は
童
謡
の
み
な
ら

ず
、俗
に
い
う
流
行
歌
的
な
作
品

も
手
が
け
て
い
た
こ
と
か
ら
、多

忙
を
極
め
て
い
ま
し
た
が
、「
背
く

ら
べ
」の
作
曲
は
、ほ
か
の
ど
の
作

品
よ
り
も
優
先
的
に
行
い
ま
し

た
。

　

実
は
こ
の
と
き
、作
詞
の
海
野

は
、当
時
は
死
病
と
し
て
恐
れ
ら

れ
て
い
た
肺
結
核
を
患
っ
て
お

り
、中
山
は
風
の
便
り
に
、こ
の
こ

と
を
知
っ
て
い
た
の
で
し
た
。病

状
の
悪
化
を
知
っ
た
中
山
は
、早

速
海
野
に
連
絡
し
て
、も
と
も
と

アマガエルとくらす

 山内　祥子　著

黄金のカルテット　小野伸二物語

 本郷　陽二　著

ぱそこんで音楽しよう！

 岡　素世　著

（中央公民館）

「
熊
野
古
道
懇
話
会
」

参
加
者
募
集

　

現
在
、
熊
野
古
道
は
、
平
成

16
年
６
月
の
世
界
遺
産
登
録
を

目
前
に
、
全
国
的
に
注
目
を
集
め

　

自
動
車
事
故
が
原
因
で
死
亡
し

た
方
、
ま
た
は
重
度
の
後
遺
障
害

が
残
っ
た
方
の
子
弟
で
、
０
歳
か

ら
中
学
生
の
子
ど
も
を
対
象
に
、

無
利
子
で
育
成
資
金
を
貸
付
し
ま

す
。
一
時
金
15
万
５
千
円
、
月
額

２
万
円
、
入
学
支
度
金
４
万
４
千

円
と
な
っ
て
い
て
、
返
済
期
間
も

長
く
（
20
年
以
内
）
安
心
し
て
借

り
ら
れ
る
制
度
で
す
。

●
介
護
料
支
給
の
ご
案
内
（
平
成
13

年
７
月
よ
り
制
度
が
大
幅
に
改
正
）

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
、
脳
、
脊

髄
ま
た
は
胸
腹
部
臓
器
を
損
傷

し
、
後
遺
障
害
の
程
度
が
次
に
該

当
（
相
当
）
す
る
方
が
対
象
で
す
。

（
一
部
免
除
者
７
，０
０
０
円
）

【
対
象
者
】

20
歳
以
上

【
申
込
み
先
】

熊
野
市
役
所
農
林
水
産
商
工
課
内

三
重
県
猟
友
会
紀
南
支
部


０
５
９
７
│
８
５
│
４
８
７
０

※
な
お
、
狩
猟
免
許
試
験
は
７
月

３
日
（
第
１
回
）、
７
月
27
日

（
第
２
回
）
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

農
林
水
産
課　

管
理
係


３
│
０
５
１
７（
担
当　

赤
根
）

て
い
ま
す
。

　

御
浜
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
文

化
財
と
し
て
の
保
護
・
保
全
を
行

う
一
方
、
地
域
資
源
と
し
て
町
の

活
性
化
の
た
め
の
利
活
用
を
検
討

し
て
お
り
ま
す
。

　

す
で
に
、
世
界
遺
産
登
録
に
向

け
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
共
に
利
活
用
に
つ
い
て

話
し
合
い
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
一
般
社
会
人

で
、
こ
の
懇
話
会
に
参
加
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
企

画
振
興
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

企
画
振
興
課


３
│
０
５
０
７（
担
当　

西
田
）

《
支
給
額
》

○
常
時
要
介
護
の
方
（
自
賠
責
の

等
級
認
定
が
１
級
３
号
ま
た
は
４

号
）････

介
護
に
要
す
る
費
用
の

負
担
に
応
じ
て

月
額
５
８
，
５
７
０
円
〜

１
３
６
，
８
８
０
円

○
随
時
要
介
護
の
方
（
自
賠
責
の

等
級
認
定
が
２
級
３
号
ま
た
は
４

号
）････

介
護
に
要
す
る
費
用
の

負
担
に
応
じ
て

月
額
２
９
，
２
９
０
〜

５
４
，
０
０
０
円

※
事
故
が
平
成
14
年
４
月
１
日
以

降
の
方
は
、
等
級
認
定
が
変
わ
り

ま
し
た
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー

三
重
支
所
業
務
課


０
５
９
│
２
２
５
│
１
０
０
７

狩
猟
免
許
取
得
予
備
講
習
会

受
講
者
募
集

交
通
遺
児
等
へ
の

育
成
資
金
の
貸
付
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阿田和中学校

◆
次
号
は
御
浜
中
学
校
で
す
。

職場体験学習

豊かな心をもち　たくましく生きる　生徒の育成

教育目標

●生徒数 （Ｈ15.4.1日現在）

１年 　４５人

２年 　５２人

３年 　６１人

計 １５８人
　３年生の進路指導の一環として、地元の

電気屋さんや郵便局、消防署、保育所など

地域の１７の職場で、２日間の職場体験学

習をさせてもらいました。

●阿田和中学校の生徒たちが取り組んでいる主な行事を紹介します。

　体育祭や文化祭などは、実行委員会等を中心に生徒の主体的な取組みとなっ　

　ています。（以下の内容、写真は全て、１４年度のものです。）

夏休みキャンプ

　各学年ごとに、１泊２日でキャンプを行っています。

　写真は、熊野市育生町でキャンプをしている３年生の様子です。

体育祭…テーマ「今を生きぬけ阿田和っ子」

　各学年を縦割りＡ組Ｂ組Ｃ組の３つに分け、各種目

得点形式で優勝目指して競い合いました。中でも、

「ONE FOR ALL ALL FOR ONE」は各チーム全員参加

の組み立て体操で、自分たちの創造性、表現力が問わ

れる種目です。何度も失敗を重ねながら、当日までに

なんとか完成させることができ、とても見応えのある

ものになりました。

文化祭…テーマ「あなたのため明日のため」

　各クラスが製作したビデオ上映をはじめ、展示や体

験コーナーなど、盛りだくさんの内容の文化祭でした。

締めくくりは、課題曲・自由曲をクラス対抗の歌合戦

形式で競い合う「歌の王座決定戦」。各クラスが優勝

を目指し、素晴らしいハーモニーと迫力で保護者や観

客を感動させました。

総合的な学習の時間

　昨年度から始まった総合的な学習の時間では、テーマを「郷土」

として１２の講座を開講し、郷土の文学や自然、生活などについて

学習しました。校内にある学校農園でのみかん栽培もその一環です。
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向こう側向こう側

ここの編み方 教えて！
（編み物教室）

4/9

わがら元気塾まつり3/14

ありんこ広場・たまご広場
毎月第2水曜日に、福祉健康センターで、ありんこ広場（乳児教室）とたまご広場（妊婦教室）を開
催しています。また、第2木曜日には、子どもの広場（幼児教室）も開催しています。

たまご広場 ありんこ広場

中央公民館で、「編み物教室」、「折り紙教
室」など、8つの教室が一斉に開催されま
した。

たこをいっぱい入れちゃおう。
（たこ焼き作り教室）

やった！ヨーヨーとれたよ。
（ヨーヨー教室）
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輝
け

期
待
の
柔
道
少
年
た
ち
！

クローズ
- UP・みは

まち
ょう
の

みは
まち
ょう
のうの

みは

ージあなたのペー

総務課総務課

身近な話題を

　お寄せください

　　　　行政係

鵜殿署 メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

鵜殿署春
の
全
国
交
通
安
全

運
動

　

先
月
、
三
重
県
柔
道
協
会
主
催

に
よ
る
特
別
表
彰
の
授
与
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
昨
年
度
に
東
海

や
全
国
で
、
優
秀
な
成
績
を
収
め

た
中
高
生
な
ど
に
贈
ら
れ
た
も
の

で
、
私
た
ち
の
住
む
町
か
ら
、
こ

の
栄
え
あ
る
賞
に
輝
い
た
皆
さ
ん

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

昨
年
８
月
の
全
国
高
専
柔
道
大

会
に
お
い
て
、
近
大
高
専
柔
道
部

と
し
て
、
団
体
・
個
人
（
階
級
別
）

共
に
優
勝
さ
れ
た
、
石
本
知
図
さ

ん
（
＊
重
量
級
）・
山
本
将
貴
さ

ん
（
＊
軽
量
級
）、
そ
れ
に
団
体

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
歩
行
中
、

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防

止
○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

○
飲
酒
運
転
の
追
放

受賞の報告に役場を訪れた
近大高専柔道部のみなさん

◆
交
通
事
故
防
止
に
向
け
て

　

三
重
県
内
で
は
、
高
齢
者
が
当

事
者
と
な
る
交
通
事
故
、
飲
酒
運

転
や
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
に
よ

る
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
お
り
、

南
牟
婁
郡
管
内
で
も
、
高
齢
者
が

当
事
者
と
な
る
交
通
事
故
が
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
死
亡
事
故
に
占
め
る
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
率
は
極
め
て

低
い
状
況
で
す
。

　

重
点
目
標
を
中
心
と
し
た
呼
び

か
け
を
行
い
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

手
で
交
通
事
故
を
無
く
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

 
輝
け

期
待
の
柔
道
少
年
た
ち
！

【
期　
　

間
】

平
成
15
年
5
月
11
日（
日
）

〜
5
月
20
日（
火
）

【
重
点
目
標
】

優
勝
メ
ン
バ
ー
の
下
川
恭
史
さ

ん
・
松
田
昌
幸
さ
ん
・
辻
本
佳
さ

ん
、
そ
の
他
、
昨
年
の
全
国
中
学

柔
道
大
会
に
お
い
て
、
階
級
別

（
57
㎏
級
）
準
優
勝
と
い
う
、
す

ば
ら
し
い
成
績
を
収
め
ら
れ
た
、

石
本
さ
く
ら
さ
ん
（
＊
４
月
よ

り
、
近
大
高
専
1
年
）
の
６
名

で
あ
り
ま
す
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
と
近
大
高

専
柔
道
部
顧
問
の
辻
本
教
諭
が
受

賞
の
報
告
に
役
場
を
訪
れ
、
町
長

か
ら
激
励
の
言
葉
を
受
け
、
し
ば

し
歓
談
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
と
お
会
い
し
、
ま
ず
感

じ
た
の
は
、
一
人
ひ
と
り
の
生
き

生
き
と
し
た
目
の
輝
き
で
し
た
。

　

き
っ
と
、
そ
れ
は
、
日
頃
か
ら

厳
し
い
練
習
に
耐
え
、
栄
光
を
勝

ち
取
っ
た
喜
び
、
そ
し
て
自
信
か

ら
来
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

将
来
に
向
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目

標
が
大
き
く
な
れ
ば
大
き
く
な
る

ほ
ど
、
練
習
も
厳
し
く
な
り
、
人

よ
り
も
多
く
の
努
力
が
必
要
に
な

っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
の
更
な
る
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

三
重
県
柔
道
協
会
よ
り
特
別
表
彰
を
受
け
る
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東　真
しん

く
ん

元さ
ん・裕紀子さ

ん 

   神志山  



梅田　丈
たける

瑠く
ん

靖之さ
ん・真紀さ

ん 

（平成15年２月１日～28日届出分）

PLAY  BACK  TOPICS

辻　翠
いぶき

輝く
ん

博一郎さ
ん・和美さ

ん 

   市　木  



3月のできごと

第12回紀南地域
写真コンテスト表彰式

　３月１４日（金）、紀南地域活性化センターにおいて、第
１２回紀南地域写真コンテスト表彰式が開催されました。
上位入賞者を紹介します。（敬称略）

◆グランプリ　　　

　矢口とし子（新宮市）　『熊野花火大会』
◆活性化大賞　　

　小林　良美 (御浜町)　『見上げる荒滝』
◆特選　　　　　

　網谷　正浩（鵜殿村）　『石畳の古道を行く』
　下沢　英樹（紀宝町）　『雨の木津呂』　
　高須　勲　（御浜町）　『千枚田夕景』
◆御浜町長賞

　大久保　哲（御浜町）　『梅雨のおくりもの』

※入賞作品は、５月

２１日から６月６

日まで県庁ロビー

にて展示されます。
竹本　実

み ゆ

由ちゃん

靖史さ
ん・美樹さ

ん 

   阿田和  



坪垣内　翔
しょうた

太く
ん

俊宏さ
ん・めぐみさ

ん 

   尾呂志  



早川一光先生の「健康講演会」
　３月１９日（水）、中央公民館において、早川一光医

師の健康講演会「いきいき生きる」が開催されました。

早川氏は、白衣も着なければ薬も出さず、ぼけ老人な

どの在宅医療に５０年間たずさわってきた京都のお医

者さんです。

　そのユーモアあふれるお話は、毒舌が混じることが

あってもまったく嫌味を感じさせず、観客を幸せな気

持ちにさせてくれました。３階までびっしり埋め尽く

された観客席は、爆笑の渦に包まれました。

舞
台
の
上
を
歩
き
回
り
、
愉
快
な
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
で
観
客
を
楽
し
ま
せ
る
早
川
一
光
先
生

表
彰
を
受
け
る

矢
口
と
し
子
さ
ん

グ
ラ
ン
プ
リ　
　

『
熊
野
花
火
大
会
』
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お
買
い
物
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内
の
お
店
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下
さ
い
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今月の主な内容
◆環境だより……………………………… �～�◆人事異動・合併だより・広報文芸 ……… �～�◆年金・税務署・保健だより …………… �～�◆お知らせ・新刊案内 …………………… 　　�◆ファインダー・学校案内 ……………… �～�◆ふれあい交差点・赤ちゃん …………… �～�◆クッキング……………………………… 　　�

平成１５年５月１日発行

　ランドセルも教科書もえ
んぴつもみんなピカピカ。
さあ、今日から１年生です。
　入学式はあいにくの雨模様
でしたが、新１年生たちは名
前を呼ばれると、雨雲を吹き
飛ばすような大きな声で返事
をしていました。元気いっぱ
いの御浜っ子です。

Photo　阿田和小学校にて

ピカピ
カの

1年生

まちの
風物詩

４月１日現在　人口 10,251人（－17人） 男4，794人　女5，457人　世帯数4，277戸

年中 のとれる町この広報紙は再生紙を使用しています

月
、
1
年
で
最
も
新
緑
の
美
し

い
季
節
で
す
。

　

こ
の
連
休
に
は
、
お
天
気
が
良
け

れ
ば
、
ぜ
ひ
、「
熊
野
古
道
」
を
家

族
で
お
弁
当
持
っ
て
、
の
〜
ん
び
り

と
歩
い
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

新
緑
の
中
、
美
味
し
い
空
気
を
い
っ

ぱ
い
吸
え
ば
、
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
！

　

今
、
熊
野
古
道
は
『
参
詣
道
』
と

し
て
、
平
成
16
年
の
世
界
遺
産
登
録

に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
夢
か
ら
現
実
へ
と
近
づ
き
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
す
ば
ら
し
い
自
然
を
、
私
た

ち
の
財
産
と
し
て
、
大
切
に
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

▼
長
く
て
短
い
1
年
が
過
ぎ
、
新
た

な
年
度
が
ス
タ
ー
ト
！

　

こ
れ
か
ら
も
、
身
近
な
話
題
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

5

　

最
近
、
熊
野
市
や
南
牟
婁
郡
の

地
域
で
、
男
性
が
家
庭
を
訪
問

し
、「
青
少
年
健
全
育
成
の
た
め

に
」
と
、
寄
付
を
求
め
る
活
動
が

行
わ
れ
、
地
域
住
民
か
ら
勘
違
い

し
て
寄
付
を
し
て
し
ま
っ
た
と
い

う
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

三
重
県
や
市
町
村
、
市
町
村
青

少
年
育
成
市
町
村
民
会
議
、（
社
）

三
重
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
、

三
重
県
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
連

絡
協
議
会
等
で
は
、
所
属
職
員
が

各
家
庭
に
お
じ
ゃ
ま
し
て
、
青
少

年
健
全
育
成
の
寄
付
を
お
願
い
し

て
い
な
い
こ
と
を
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

【
お 

知 

ら 

せ
】

◆
青
少
年
健
全
育
成
の

寄
付
に
つ
い
て

た け の こ 御 飯

サテライト料理（高齢者向け）

材　料（1人分）

米 １／２合

たけのこ（＊茹で） ４０ｇ

油揚げ １／４枚

木の芽 適量

　　だし汁　

　　みりん ２．５㏄

　　薄口しょう油 ３．５㏄

　　塩 ０．４ｇ

　　だし汁 ２０㏄

　　みりん ４㏄

　　薄口しょう油 ２．５㏄

　　酒 ４㏄

（１）米は、３０分前に洗っておく。

（２）油揚げは、熱湯をかけて油抜きをし、軽く絞り短冊に切る。た

けのこは、短めの短冊切り、油揚げと一緒に　 の煮汁で汁気が

ほとんどなくなるまで煮、味を含ませる。

（３）（１）に　 の調味料と一緒に炊飯器に入れて炊く。

（４）（３）が炊き上がったら（２）を混ぜる。

（５）器に盛り、木の芽をのせる。

　『広報みはま』は、御浜町
公式ホームページでも掲載
しています。バックナンバ
ーも取り揃えておりますの
で、是非ご覧ください。

◇御浜町ホームページアドレス◇
http://www.town.mihama.mie.jp/
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